
　

受
付
や
ス
テ
ー
ジ
の
準

備
な
ど
を
お
手
伝
い
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
実

行
委
員
の
方
々
の
活
動
を

見
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
、

今
度
は
自
分
が
二
十
歳
の

集
い
の
実
行
委
員
を
や
っ
て
み
た

い
と
、考
え
る
生
徒
も
い
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
節
目
と
な
る
行
事

に
中
学
生
が
参
加
す
る
こ
と
は
、

地
域
で
活
躍
し
て
い
る
皆
さ
ん
の

姿
を
間
近
に
見
る
こ
と
が
で
き

る
良
い
機
会
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
地
域
を
支
え
る
一

員
と
し
て
お
手
伝
い
し
て
い
こ
う

と
思
い
ま
す
。
中
学
生
も
一
緒
に

な
っ
て
計
画
の
段
階
、
準
備
の
段

階
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
け
れ

ば
、
さ
ら
に
こ
の
活
動
が
充
実
し

て
い
く
と
考
え
て
い
ま
す
。
計
画

す
る
仲
間
に
加
え
て
い
た
だ
け
れ

ば
嬉
し
い
で
す
。
鼎
中
学
校
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
へ
の
申

し
込
み
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
鼎
中
学
校
）

■地域振興
　 特別企画 歴代会長に聞く！
■  生活安全
　 １年間のまとめ、視察研修ほか
■ 健康福祉
　 健康講演会、各支部事業の報告ほか
■ 環境衛生
　 ２年間の活動を終えて
■ 消防団
　 署団合同訓練、出初式ほか
■ 子どもを育む
　１年間の振り返り、各地区の活動
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特
別
企
画

ま
ち
づ
く
り
委
員
会

歴
代
会
長
に
聞
く
！

ま
ち
づ
く
り
・
地
域
振
興

まちづくり委員会へ
寄贈された
彫塑の「鼎」

　

平
成
19
年
に
施
行
さ
れ
た
自
治

基
本
条
例
に
よ
り
「
自
治
活
動
組

織
」
と
し
て
各
地
区
に
ま
ち
づ
く

り
委
員
会
が
発
足
し
、
地
域
住
民

の
主
体
に
よ
る
「
自
治
」、
行
政

と
の
「
協
働
」
が
推
進
さ
れ
て
き

ま
し
た
。
ま
た
、
地
区
の
将
来
ビ

ジ
ョ
ン
で
あ
り
、
ア
ク
シ
ョ
ン
プ

ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る
「
鼎
地
区
基
本

構
想
・
基
本
計
画
」
が
策
定
さ
れ

て
、
実
現
に
向
け
た
取
り
組
み
や

事
業
が
実
施
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

ま
ち
づ
く
り
委
員
会
の
歴
代
会

長
の
皆
さ
ん
に
は
、
自
治
活
動
組

織
を
リ
ー
ド
し
、
鼎
の
10
地
区
を

ま
と
め
る
と
と
も
に
、
市
と
の
連

携
や
他
地
区
と
の
関
係
維
持
に
努

め
て
き
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、「
鼎
地
区
基
本
構

想
・
基
本
計
画
」
の
実
現
に
向
け

て
、
さ
ら
に
、
ま
ち
づ
く
り
や
地

域
振
興
に
対
す
る
意
思
を
つ
な
げ

て
い
く
た
め
、
こ
れ
ま
で
を
振
り

返
る
と
と
も
に
今
後
を
考
え
て
い

く
う
え
で
、
⑴
会
長
任
期
の
思
い

出
、
⑵
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
に
期

待
す
る
こ
と
を
鼎
地
区
ま
ち
づ
く

り
委
員
会
の
歴
代
会
長
の
皆
さ
ん

か
ら
お
聞
き
し
ま
し
た
。
紙
面
の

都
合
で
一
部
要
約
し
て
い
ま
す
が
、

ご
容
赦
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
平
成
19
年
度
に
会
長
を

務
め
ら
れ
た
小
平
和
男
さ
ん
は
、

ご
逝
去
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
平
成
20
〜
21
年
度
の

１
期
２
年
会
長
を
務
め
ら
れ
た
松

下
英
一
さ
ん
は
、
病
気
療
養
中
で

あ
っ
た
た
め
、
ご
意
見
を
お
聞
き

す
る
こ
と
が
叶
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

⑴
会
長
任
期
の
思
い
出

　

地
域
自
治
組
織
の
よ
り
良
い
組

織
と
運
営
を
目
指
す
と
と
も
に
、

第
３
次
基
本
構
想
・
基
本
計
画
の

実
現
に
向
け
て
、
住
民
協
働
に
よ

る
鼎
地
区
の
地
域
づ
く
り
に
取
り

組
み
ま
し
た
。
県
道
青
木
東
鼎
線
、

羽
場
大
瀬
木
線
の
整
備
促
進
、
幼

稚
園
保
育
園
の
民
営
化
の
検
討
や

建
設
用
地
の
確
保
、
小
中
学
校
の

教
育
環
境
の
整
備
、
２
階
建
て
の

中
学
校
の
武
道
場
等
の
取
り
組
み

が
思
い
出
と
し
て
甦
っ
て
き
ま
す
。

⑵
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
へ
の
期
待

　

第
４
次
基
本
構
想
・
基
本
計
画

の
実
現
に
向
け
、
住
民
主
体
の
持

続
可
能
な
地
域
づ
く
り
に
期
待
を

い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
鼎
地
区
の

公
共
施
設
の
集
約
化
の
課
題
、
特

に
八
十
二
銀
行
所
有
地
の
取
得
及

び
鼎
文
化
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル
の
存

続
に
関
す
る
取
り
組
み
。
県
道
青

木
東
鼎
線
の
未
着
工
工
区
の
早
急

な
整
備
、
県
の
建
設
部
長
へ
の
提

言
活
動
等
で
地
元
の
熱
意
を
伝
え

る
取
り
組
み
な
ど
鋭
意
取
り
組
ま

れ
る
こ
と
を
期
待
い
た
し
ま
す
。

⑴
会
長
任
期
の
思
い
出

　

10
地
区
が
協
力
し
な
が
ら
課
題

を
一
つ
一
つ
取
り
組
ん
で
き
た
こ

と
が
懐
か
し
く
思
わ
れ
ま
す
。
特

に
、
鼎
地
区
は
面
積
が
小
さ
く
道

路
も
狭
い
こ
と
か
ら
、
道
路
整
備

促
進
に
は
力
を
入
れ
て
き
ま
し
た
。

松
川
切
石
大
橋
の
開
通
や
、
県
道

青
木
東
鼎
線
の
上
山
地
区
の
完
工

な
ど
が
あ
り
、
他
の
路
線
も
鼎
地

区
の
総
意
と
し
て
要
望
し
て
き
ま

し
た
。
ま
た
、
組
合
加
入
率
の
増

加
を
図
る
た
め
に
様
々
な
施
策
を

考
え
ま
し
た
が
、
な
か
な
か
う
ま

く
い
か
ず
、
こ
れ
は
現
在
も
続
い

て
い
る
よ
う
で
す
。
ど
ん
な
問
題

で
も
10
地
区
が
力
を
合
わ
せ
て
推

進
し
て
い
く
こ
と
は
今
も
昔
も
変

わ
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

⑵
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
へ
の
期
待

　

基
本
構
想
基
本
計
画
に
あ
る
よ

う
に
、
住
み
た
い
鼎
、
住
ん
で
よ

か
っ
た
鼎
と
な
る
よ
う
に
今
後
も

更
に
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
い

く
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。
ま
た
、

開
通
予
定
と
な
る
三
遠
南
信
自
動

車
道
や
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
に
よ

る
大
き
な
環
境
の
変
化
も
考
え
ら

れ
、
鼎
地
区
と
し
て
の
対
応
も
必

要
と
思
い
ま
す
。
公
共
施
設
の
複

合
建
設
や
道
路
拡
幅
延
長
の
推
進

も
大
事
で
す
。
今
後
、
人
口
の
減

少
や
高
齢
者
の
増
加
等
考
え
ら
れ

ま
す
が
、
10
地
区
の
つ
な
が
り
を

更
に
大
切
に
し
、
協
働
を
進
め
て

い
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。
ま
た
、

自
然
災
害
の
防
災
面
に
も
特
に
注

力
し
て
ほ
し
い
と
願
い
ま
す
。

⑴
会
長
任
期
の
思
い
出

　

任
期
中
の
思
い
出
は
、
鼎
町
が

飯
田
市
に
合
併
し
て
30
年
と
な
り
、

平
成
26
年
11
月
に
記
念
式
典
を
行

い
、
新
た
な
気
持
ち
で
、
ま
ち
づ

く
り
に
取
り
組
む
契
機
と
し
た
こ

と
で
す
。

　

保
育
園
の
統
合
民
営
化
で
は
、

鼎
東
保
育
園
と
鼎
幼
稚
園
の
老
朽

化
に
伴
い
新
園
舎
の
建
設
が
進
み
、

旧
Ｊ
Ａ
鼎
支
所
の
跡
地
に
決
ま
り

ま
し
た
が
、
補
助
制
度
の
変
更
も

あ
り
民
営
化
で
進
め
る
こ
と
に
な

っ
て
地
区
の
皆
さ
ん
に
了
解
を
得

た
こ
と
で
す
。

　

未
満
児
保
育
、
延
長
保
育
の
充

実
や
、
安
心
安
全
な
園
舎
づ
く
り

に
も
参
加
し
た
こ
と
は
、
地
域
の

子
育
て
支
援
に
貢
献
で
き
た
と
思

っ
て
い
ま
す
。

⑵
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
へ
の
期
待

　

今
後
の
ま
ち
づ
く
り
に
期
待
す

る
こ
と
は
、
鼎
地
区
の
基
本
構

想
・
基
本
計
画
に
基
づ
い
て
将
来

の
地
域
の
在
り
方
、
住
み
よ
い
地

域
づ
く
り
の
取
り
組
む
こ
と
を
基

本
に
進
め
る
こ
と
。
鼎
地
区
は
、

人
口
密
度
も
高
く
、
隣
近
所
の
付

き
合
い
を
大
切
に
す
る
地
域
で
あ

る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

澤
栁 

忠
夫
さ
ん （
会
長
任
期
：

　

平
成
26
〜
27
年
度
の
１
期
２
年
）

塩
澤 

正
義
さ
ん （
会
長
任
期
：

　

平
成
22
〜
23
年
度
の
１
期
２
年
）

西
塚 

孝
義
さ
ん （
会
長
任
期
：

　

平
成
24
〜
25
年
度
の
１
期
２
年
）
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歴
代
会
長
に
聞
く
！

鼎地区の12年間の将来を見据えた
“まちづくりアクションプラン”の

第４次 鼎地区 基本構想･基本計画

将
来
構
想
の
要
役
に
な
れ
る
と
期

待
す
る
も
の
で
す
。
今
の
第
４
次

基
本
構
想
・
基
本
計
画
の
具
現
化

が
、
将
来
に
持
続
可
能
な
「
人
・

暮
ら
し
・
文
化
が
潤
う
夢
あ
る
か

な
え
」
像
を
も
っ
た
、
活
力
と
魅

力
あ
る
地
域
づ
く
り
に
繋
が
る
と

確
信
し
ま
す
。
２
０
３
０
年
に
向

け
て
４
年
毎
に
検
証
、
見
直
し
工

程
が
、
目
指
す
「
農
工
商
住
」
の

調
和
が
と
れ
た
、
輝
く
街
づ
く
り

の
実
現
が
図
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、

飯
田
市
の「
３
重
心
エ
リ
ア
構
想
」

に
も
注
視
し
、
将
来
を
見
据
え
た

鼎
未
来
ビ
ジ
ョ
ン
の
更
な
る
創
造

へ
発
展
さ
せ
る
こ
と
が
重
要
と
考

え
ま
す
。

⑴
会
長
任
期
の
思
い
出

　

基
本
計
画
の
実
現
で
は
、
10
地

区
の
意
見
掌
握
と
そ
れ
ぞ
れ
の
調

整
に
戸
惑
う
も
、
社
会
や
地
域
住

民
の
よ
り
良
い
生
活
環
境
に
な
る

よ
う
、
各
区
長
の
意
見
を
聞
き
な

が
ら
、
議
論
し
、
計
画
を
立
て
ま

し
た
。
特
に
委
員
会
で
は
、
独
自

の
権
限
や
予
算
が
充
分
で
な
い
た

め
、
手
段
に
お
い
て
難
し
い
面
が

多
々
あ
り
ま
し
た
。
立
案
に
つ
い

て
は
、
行
政
の
計
画
に
沿
っ
た
内

容
が
必
要
で
あ
り
、
鼎
地
区
の
独

自
性
の
あ
る
案
件
と
な
ら
ず
、
苦

戦
し
ま
し
た
。

⑵
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
へ
の
期
待

　

自
治
と
行
政
の
協
働
は
大
切
な

こ
と
で
あ
る
。
行
政
の
次
期
計
画

立
案
に
お
い
て
は
、
事
前
に
各
自

治
体
の
意
見
等
を
掌
握
し
、
飯
田

市
基
本
構
想
の
計
画
が
立
案
で
き

る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
ま
た
、
権

限
（
責
任
を
持
つ
範
囲
）
の
予
算

を
各
自
治
体
の
申
請
制
度
と
し
て
、

自
治
体
自
ら
地
域
を
良
く
す
る

「
住
み
や
す
い
街
づ
く
り
」
と
す

る
自
立
性
を
持
た
せ
る
こ
と
が
大

⑴
会
長
任
期
の
思
い
出

　

任
期
の
令
和
４
年
か
ら
は
コ
ロ
ナ

禍
が
沈
静
化
し
つ
つ
も
完
全
な
収

束
が
見
込
め
な
い
中
、
手
探
り
状

態
で
人
的
な
交
流
事
業
を
再
開
し

ま
し
た
。
地
域
社
会
の
環
境
の
変
化

か
ら
現
在
の
自
治
組
織
と
し
て
制

度
疲
労
が
顕
著
に
表
れ
て
き
ま
し

た
。
第
４
次
基
本
構
想
基
本
計
画

の
前
期
の
検
証
と
、
重
要
課
題
と

取
り
上
げ
た
持
続
可
能
な
組
織
改

革
で
は
２
回
の
調
査
結
果
か
ら
の

分
析
と
考
察
に
よ
り
、
目
指
す
改

革
の
方
向
性
を
導
き
出
し
ま
し
た
。

⑵
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
へ
の
期
待

　

鼎
地
区
は
居
住
環
境
に
恵
ま
れ

て
は
い
る
が
、
都
市
化
の
傾
向
か

ら
組
合
加
入
率
の
低
下
が
顕
著
と

な
り
ま
す
。
住
民
主
体
の
認
可
地

縁
団
体
と
し
て
は
、
こ
の
傾
向
の

歯
止
め
に
は
限
界
が
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
鼎
地
区
で
飯
田
市
と
協

働
自
治
を
行
う
市
民
組
織
は
、
自

治
会
で
構
成
さ
れ
た
ま
ち
づ
く
り

委
員
会
以
外
に
は
あ
り
ま
せ
ん
。

組
織
の
体
質
や
従
来
か
ら
の
慣
例

的
な
事
業
運
営
を
見
直
し
、
持
続

性
を
高
め
る
取
り
組
み
と
喫
緊
の

課
題
で
は
自
主
防
災
力
の
強
化
を

お
願
い
し
ま
す
。

　

１
月
12
日
に
鼎
文
化
セ
ン
タ
ー

で
開
催
さ
れ
た
「
鼎
地
区
新
春
放

談
会
」
で
は
、
令
和
４
年
度
に
ス

タ
ー
ト
し
た
「
鼎
中
学
校
ジ
ュ
ニ

ア
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
」
の
取
り
組
み
を
中
学
生
自
ら

発
表
さ
れ
、
来
年
度
の
取
り
組
み

へ
の
思
い
が
語
ら
れ
ま
し
た
。
そ

の
ほ
か
に
も
、
下
伊
那
農
業
高
校

の
食
品
化
学
科
の
生
徒
の
皆
さ

ん
、
二
十
歳
の
集
い
実
行
委
員
、

鼎
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
担
う
若
者
、

赤
十
字
奉
仕
団
鼎
分
団
の
幹
部
の

皆
さ
ん
と
多
彩
な
発
表
が
あ
り
ま

し
た
。
多
種
多
様
な
関
わ
り
か

ら
、
今
後
の
地
域
づ
く
り
・
地
域

の
活
性
化
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

事
で
あ
る
。
今
の
ま
ま
で
は
、
行

政
の
下
請
け
感
が
強
く
、
飯
田
市

の
発
展
に
寄
与
し
な
い
と
思
い
ま

す
の
で
、
見
直
し
を
お
願
い
し
ま

す
。

⑴
会
長
任
期
の
思
い
出

　

少
子
高
齢
化
社
会
で
生
活
様
式

が
多
様
化
し
、
自
治
活
動
に
も

様
々
な
影
響
を
危
惧
し
て
い
ま
す
。

特
に
組
合
加
入
率
の
減
少
傾
向
に

は
、
持
続
可
能
な
地
域
づ
く
り
の

視
点
で
、
常
に
危
機
意
識
を
も
ち

組
織
対
策
に
努
め
て
き
ま
し
た
。

　

鼎
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
開
設
に
よ
る

情
報
発
信
は
、
未
加
入
世
帯
の
加

入
促
進
効
果
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

重
要
課
題
と
し
て
鼎
文
化
セ
ン

タ
ー
存
続
や
県
道
青
木
線
下
山
工

区
拡
幅
等
、
時
期
を
逸
す
る
こ
と

無
く
一
定
の
成
果
を
も
っ
て
次
に

繋
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

第
４
次
基
本
構
想
・
基
本
計
画

策
定
で
は
関
係
者
の
ご
協
力
の
賜

と
感
謝
致
し
ま
す
。

　

初
代
専
任
会
長
は
今
後
の
モ
デ

ル
に
。

⑵
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
へ
の
期
待

　
「
鼎
ブ
ラ
ン
ド
で
魅
力
ア
ッ
プ
」

鼎
地
区
の
発
展
こ
そ
が
飯
田
市
の

鼎
地
区
新
春
放
談
会
　

水
口 
芳
昭
さ
ん （
会
長
任
期
：

　

平
成
28
〜
29
年
度
の
１
期
２
年
）

安
田 

完
爾
さ
ん （
会
長
任
期
：

　

平
成
30
〜
令
和
元
年
度
、令
和

　

２
〜
３
年
度
の
２
期
４
年
）

前
田 

雄
二
さ
ん （
会
長
任
期
：

　

令
和
４
〜
５
年
度
の
１
期
２
年
）
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飯田市にお住いの方なら、誰でも加入することが
できます。令和６年３月末までに加入すれば、同年
４月１日から令和７年3月31日まで、４月以降加入
の場合、会費納入の翌日から令和７年3月31日ま
でが会員の期間となります。

●年会費　１人４００円
●見舞金　実通院日数２日以上　
　　　　　　　　　　　　   ２万円～
　　　　　　入院１０日以上  10万円～
　　　　　　死亡　１００万円

市役所会計窓口・各自治振興センター・りんご庁舎市民証明コーナー・
市内金融機関（ゆうちょ銀行、郵便局を除く）にてお申し込みください。

視
察
研
修

　

本
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
が
５
類
へ
移
行
さ
れ
、

本
来
の
活
動
を
滞
り
な
く
行
う
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
生
活
安
全
委

員
会
の
活
動
に
ご
協
力
い
た
だ
き

ま
し
た
み
な
さ
ま
に
心
か
ら
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
は
委
員
長
を
拝
命
以
来
、
常

に
安
全
運
転
を
自
分
に
言
い
聞
か

せ
、
見
本
と
な
る
こ
と
を
心
掛
け

て
き
ま
し
た
。
教
習
所
の
基
本
を

思
い
出
し
、
絶
対
に
無
事
故
・
無

違
反
で
と
緊
張
す
る
毎
日
で
す
。

　

さ
て
、
鼎
を
東
西
に
伸
び
る
通

称
「
鼎
さ
わ
や
か
ロ
ー
ド
」
の
制

限
速
度
は
時
速
40
㎞
で
す
。
切
石

方
面
か
ら
は
下
り
坂
と
な
り
ア
ク

セ
ル
を
踏
ま
な
く
て
も
制
限
速
度

を
超
え
て
し
ま
い
ま
す
。
私
が
ブ

レ
ー
キ
を
踏
む
と
後
続
車
は
ど
ん

ど
ん
追
い
抜
い
て
い
き
ま
す
。

　

せ
ま
い
道
ば
か
り
の
鼎
地
区
で

す
。
基
本
に
立
ち
返
り
、
必
ず
制

限
速
度
を
守
り
、
ゆ
と
り
を
持
っ

て
歩
行
者
に
優
し
い
運
転
を
心
掛

け
て
ま
い
り
ま
し
ょ
う
。
自
転
車

に
乗
る
と
き
は
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を

被
る
こ
と
も
お
忘
れ
な
く
！

　

11
月
24
日（
金
）、
鼎
地
区
生
活

安
全
委
員
は
愛
知
県
警
察
本
部
へ

の
視
察
研
修
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

10
時
過
ぎ
に
県
警
本
部
へ
到
着
。

　

ま
ず
、
ビ
デ
オ
視
聴
室

で
愛
知
県
警
の
活
動
と
活

躍
を
視
聴
し
ま
し
た
。

　

次
に
、
巨
大
な
司
令
室

を
見
学
し
ま
し
た
。
数
十

の
電
話
受
付
施
設
、
パ
ト

カ
ー
の
位
置
情
報
を
リ
ア

ル
タ
イ
ム
で
表
示
す
る
巨

大
な
モ
ニ
タ
ー
、
情
報
処

理
、
指
令
机
が
整
然
と
並

ぶ
指
令
室
は
圧
巻
で
し
た
。

　

続
く
交
通
管
制
セ
ン
タ

ー
で
は
、
リ
ア
ル
信
号
機

が
置
い
て
あ
り
、
実
際
の

大
き
さ
に
皆
、
し
き
り
に

感
心
し
て
い
ま
し
た
。
ま

た
、
同
所
に
あ
る
道
路
交

通
情
報
を
提
供
す
る
ラ
ジ

オ
放
送
施
設
か
ら
の
放
送
の
様
子

を
拝
見
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
警
察
の
活
動
の
展
示

が
さ
れ
て
い
る
広
報
施
設
「
コ
ノ

ハ
ズ
ク
広
場
」
を
見
学
し
ま
し
た
。

実
際
の
白
バ
イ
へ
の
乗
車
、
シ
ュ

ミ
レ
ー
タ
ー
な
ど
を
体
験
で
き
た

こ
と
は
良
い
経
験
で
し
た
。

　

視
察
研
修
で
は
、
警
察
活
動
の

一
端
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
、

我
々
生
活
安
全
委
員
会
も
微
力
で

は
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
一
翼
を
担

っ
て
い
る
こ
と
を
意
識
す
る
こ
と

が
で
き
た
こ
と
が
何
よ
り
の
収
穫

で
し
た
。

　

年
末
の
全
国
交
通
安
全
運
動
初

日
の
12
月
15
日（
月
）に
、
切
石
体

育
館
前
交
差
点
に
て
人
波
ル
ー
ト

作
戦
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

の
ぼ
り
旗
を
掲
げ
、
ド
ラ
イ
バ

ー
や
歩
行
者
に
交
通
安
全
の
啓
発

を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
12
月
17
日（
土
）に
は
、

切
石
体
育
館
前
交
差
点
で
交
通
指

導
所
を
開
設
し
ま
し
た
。

　

赤
信
号
で
停
止
し
て
い
る
ド
ラ

イ
バ
ー
に
啓
発
物
品
を
渡
し
、
安

全
運
転
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

上
茶
屋
支
部
長
　

　
　 

　  

下
平
泰
人

一
年
を
振
り
返
っ
て

委
員
長
　
日
置
裕
造

年
末
の
交
通
安
全
運
動

が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

令和６年度交通災害共済
に加入しましょう！！

まさか！に備えて
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元
日
に
は
、
能
登
半
島
地
震
が

起
き
、
多
く
の
高
齢
者
が
避
難
所

の
掃
除
を
し
た
り
、
幼
児
の
世
話

を
し
た
り
し
て
、
助
け
合
い
な
が

ら
避
難
所
生
活
を
送
っ
て
い
て
、

い
ざ
と
な
っ
た
ら
全
員
で
力
を
合

わ
せ
る
ん
だ
と
い
う
気
持
ち
が
ひ

し
ひ
し
と
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

　

他
人
事
と
は
思
え
な
い
大
規
模

災
害
を
受
け
、
お
互
い
に
助
け
合

い
、
支
え
合
え
る
地
域
づ
く
り
の

た
め
に
、
若
者
も
高
齢
者
も
同
じ

方
向
に
向
か
っ
て
活
動
を
進
め
る

時
で
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

　

近
年
は
隣
近
所
の
繋
が
り
が
薄

れ
、
近
所
に
ど
ん
な
人
が
住
ん
で

い
る
の
か
分
か
ら
な
い
、
個
人
情

報
保
護
の
壁
が
妨
げ
に
な
り
、
人

の
情
報
を
入
手
す
る
こ
と
が
難
し

い
と
い
う
状
況
が
生
ま
れ
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
人
は
年
を
取
り
、

病
気
に
も
な
り
ま
す
。
鼎
地
域
で

も
少
子
高
齢
化
が
進
み
、「
支
え

ら
れ
る
人
」
が
増
え
て
い
る
一
方
、

「
支
え
る
人
」
が
減
っ
て
き
て
い

ま
す
。
今
後
、
こ
の
状
況
は
さ
ら

に
進
む
で
し
ょ
う
。

　

地
区
の
活
動
な
ど
に
積
極
的
に

参
加
し
て
、
人
と
の
繋
が
り
を
持

ち
続
け
ま
し
ょ
う
。

　

12
月
3
日
に
鼎
公
民
館
で
健
康

講
演
会
を
行
い
ま
し
た
。
健
康
福

祉
委
員
と
一
般
の
方
約
40
名
が
参

加
し
、
い
ず
み
歯
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

の
熊
谷
泉
院
長
よ
り
、
歯
周
病
予

防
の
話
と
お
口
の
体
操
、
高
齢
者

向
け
の
歯
の
予
防
と
健
康
寿
命
に

つ
い
て
お
聞
き
し
ま
し
た
。

　

先
生
に
よ
る
と
、
長
野
県
の
健

康
寿
命
は
男
女
と
も
に
日
本
一
で
、

健
康
長
寿
で
い
る
た
め
に
は
、
歯

の
健
康
が
大
切
だ
そ
う
で
す
。

　

80
歳
以
上
に
な
る
と
、
歯
周
病

が
原
因
で
大
切
な
歯
が
抜
け
て
し

ま
い
、
残
っ
て
い
る
歯
が
5
本
以

下
の
方
が
大
半
だ
そ
う
で
す
。

　

歯
周
病
の
症
状
が
重
く
な
る
と
、

歯
周
病
菌
が
体
に
回
り
、
心
筋
梗

塞
や
糖
尿
病
な
ど
の
様
々
な
病
気

を
引
き
起
こ
す
原
因
に
な
る
そ
う

で
、
お
口
の
健
康
が
、
体
の
健
康

に
も
大
き
く
関
係
し
て
い
る
こ
と

が
分
か
り
ま
し
た
。

　

歯
周
病
を
予
防
す
る
に
は
、
毎

日
の
食
後
の
歯

磨
き
や
、
定
期

歯
科
検
診
が
重

要
だ
そ
う
で
す
。

私
も
今
ま
で
は
、

治
療
の
た
め
の

歯
科
通
院
で
し

た
が
、
予
防
歯

科
通
院
も
大
切

で
あ
る
と
感
じ

ま
し
た
。

　

先
生
へ
の
質

問
も
あ
り
、
有

意
義
な
講
演
会

に
な
り
ま
し
た
。

「
あ
り
が
と
う
。
去
年
も
い
た
だ

　

き
ま
し
た
ね
。」

「
あ
な
た
、
ま
だ
お
若
い
か
ら
こ

　

れ
か
ら
頑
張
っ
て
。
風
邪
に
気

　

を
つ
け
て
な
。」

「
羽
子
板
の
羽
根
、
な
つ
か
し
い

　

な
あ
。
昔
や
っ
た
ん
な
…
。」

「
や
っ
ぱ
り
一
年
間
健
康
で
い
な

　

い
と
い
か
ん
な
あ
。」

「
よ
ろ
し
く
言
っ
と
い
て
な
。

　

あ
り
が
と
う
っ
て
。

　

中
学
生
？
こ
れ
だ
け
描
く
の
は

　

大
変
だ
よ
。」

　

今
年
も
絵
手
紙
に
ミ
カ
ン
を
添

え
て
お
配
り
し
ま
し
た
。

　

見
守
り
支
援
の
方
た
ち
の
お
話

か
ら
は
、
ミ
カ
ン
よ
り
絵
手
紙
が

心
に
残
っ
て
お
ら
れ
る
よ
う
で
す
。

来
年
も
お
配
り
で
き
る
と
い
い
な

あ
と
思
い
ま
す
。

令和５年度の各支部事業報告

生
き
が
い
を
持
っ
て

　
　

暮
ら
せ
る
地
域
に

委
員
長
（
上
山
）
　
　
　
　

細
井
ひ
ろ
み

健
康
講
演
会「
お
口
の
健
康
を

保
つ
た
め
に
は
」に
参
加
し
て　
　

地
域
健
康
福
祉
部
会
長
　
　
　
　

（
名
古
熊
）
吉

澤

勝

正

「
あ
れ
ま
あ
！

　
　

こ
ん
な
い
い
も
の
を
」
　
　

　
　
　
　

下
山
支
部
長
　

　
　
　

宮

島

　
肇

•ストレッチ　•ヨガ体操　•筋力トレーニング
•フレイル予防体操　•姿勢計測
•認知機能向上に役立つレクリエーション
•高血圧や認知症に関する講話
•お口の健康講話　•熱中症の話
•健康長寿のための食生活のポイント講座
•「歩こう 動こう プラステン（+10）」の話
•特殊詐欺についての講話　•茶話会　など

•七夕飾りづくり　•納涼祭（花火）　
•クリスマス会　•おんべ飾りづくり
•ペタンク大会　など

•納涼祭　•日帰り温泉、バイキング
•自宅訪問（物品支援）　など

•ヨガ体操　•ストレッチ　•マッサージ
•脳トレ　•健康講話　•お花見　
•ペタンク大会　 •運動会　•クリスマス会　
•お楽しみ会（交流会)　•歌を唄う　など

•242名の高齢者の見守り、家事支援など

◎健康づくり教室

◎世代間交流

◎高齢者外出支援

◎ふれあいサロン

◎見守り支援

～詳しくはお近くの健康福祉委員まで！～
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年間取引金額　７１３，９００円
区　名 収集袋数（袋） 支給金額（円）

※支給金額　　各　　区…均等割額5,000円+袋数割額

　　　　　　　小中学校…各校50,000円

下　山

東　鼎

西　鼎

下茶屋

中　平

上茶屋

切　石

上　山

一　色

名古熊

鼎小学校寄付

鼎中学校寄付

45,742 

57,964 

44,384 

11,790 

18,580 

57,964 

22,654 

163,894 

170,684 

15,864 

50,000 

50,000 

30 

39 

29 

5 

10 

39 

13 

117 

122 

8 

-

-

●令和５年度アルミ缶売上各地区分配金一覧●

　

環
境
衛
生
委
員
長
と
し
て
２
年

間
活
動
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
の
間
、
各
支
部
長
、
各
女
性

部
長
を
は
じ
め
各
委
員
、
事
務
局

等
多
く
の
皆
様
に
大
変
お
世
話
に

な
り
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

１
年
目
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で

始
ま
り
、
活
動
へ
の
影
響
が
多
少

あ
り
ま
し
た
が
、
計
画
通
り
実
施

す
る
こ
と
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

　

そ
の
中
で
、
水
辺
等
美
化
活
動

で
は
、
参
加
者
の
高
齢
化
で
石
に

つ
ま
ず
く
等
、
ケ
ガ
を
心
配
す
る

様
子
が
目
立
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
ど
の
よ
う
に
実
施
し
て

い
く
か
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
リ
サ
イ
ク
ル
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
で
は
、
実
施
日
が
決
ま
っ
て

お
り
、
雨
の
日
、
雪
の
日
等
天
候

に
関
係
な
く
屋
外
で
実
施
し
て
い

ま
す
の
で
、
身
体
に
十
分
気
を
付

け
て
活
動
し
て
い
た
だ
く
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

　

２
年
間
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

ま
す
。
ま
た
、
子
ど
も
た
ち
の
環

境
に
関
す
る
意
識
を
高
め
て
も
ら

い
た
い
と
い
う
願
い
か
ら
、
２
月

28
日
に
鼎
小
学
校
と
鼎
中
学
校
へ

図
書
カ
ー
ド
の
寄
附
も
行
い
ま
し

た
。
実
際
に
、
毎
年
環
境
に
関
す

る
図
書
の
購
入
を
し
て
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
の
で
、
子
ど
も
た
ち

に
も
環
境
に
つ
い
て
身
近
に
感
じ

て
も
ら
え
る
と
嬉
し
い
で
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
真
っ
た
だ
中
の
時
期

は
、
家
飲
み
を
す
る
機
会
が
増
え

収
集
量
が
と
て
も
多
く
な
り
ま
し

た
。
そ
の
時
期
に
比
べ
る
と
収
集

量
は
減
っ
て
い
る
も
の
の
、
こ
の

事
業
が
継
続
で
き
て
い
る
の
は
皆

様
の
ご
協
力
の
お
か
げ
で
す
。
来

年
度
も
引
き
続
き
収
集
事
業
へ
の

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

鼎
地
区
で
は
、
皆
様
の
ご
理
解

と
ご
協
力
に
よ
り
独
自
事
業
と
し

て
、
リ
サ
イ
ク
ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

や
各
地
区
公
民
館
で
ア
ル
ミ
缶
収

集
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
今

年
度
は
400
袋
を
超
え
る
ア
ル
ミ
缶

を
回
収
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
皆
様
の
リ
サ
イ
ク
ル
へ

の
意
識
が
高
い
こ
と
と
、
事
業
を

運
営
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
役
員

の
方
々
の
お
か
げ
で
す
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

ア
ル
ミ
缶
の
売
上
金
は
、
各
地

区
に
配
当
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
環

境
衛
生
事
業
に
役
立
て
ら
れ
て
い

２
年
間
の
活
動
を
終
え
て

委
員
長　

今
牧
宏
益

ア
ル
ミ
缶

　
収
集
事
業

図
書
カ
ー
ド
寄
付
の
様
子

鼎
中
学
校

鼎
小
学
校

雨
の
リ
サ
イ
ク
ル
ス
テ
ー
シ
ョン

全
市
一
斉
水
辺
等
美
化
活
動
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広
域
的
な
災
害
に
主
眼
を
お
い
た

も
の
で
、
幸
い
に
も
実
戦
で
使
用

し
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
そ
の
一
か
月
後
に
能

登
で
地
震
が
発
生
し
た
こ
と
を
考

え
る
と
、訓
練
と
し
て
経
験
し
て
お

く
こ
と
の
大
切
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

　

１
月
８
日（
祝
日
）に
、
飯
田
文

化
会
館
に
て
飯
田
市
消
防
出
初
式

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
式
典
は
、
元
日
に
能
登

半
島
地
震
が
発
生
し
て
か
ら
間
も

な
い
日
に
開
催
さ
れ
、
い
か
な
る

状
況
に
お
い
て
も
災
害
が
発
生
し

う
る
と
い
う
こ
と
を
多
く
の
参
加

者
が
実
感
す
る
中
で
の
式
典
と
な

り
ま
し
た
。

　

な
お
、
コ
ロ
ナ
禍
前
ま
で
は
例

年
実
施
し
て
い
た
パ
レ
ー
ド
は
今

年
度
よ
り
実
施
せ
ず
、
木
や
り
、

纏
振
り
は
文
化
館
内
で
行
わ
れ
ま

し
た
。
例
年
と
は
違
う
形
式
と
な

り
ま
し
た
が
、
館
内
に
は
多
く
の

団
員
が
集
ま
り
、
コ
ロ
ナ
禍
が
過

ぎ
た
こ
と
を
実
感
す
る
式
典
と
な

り
ま
し
た
。

　

来
年
度
に
お
か
れ
ま
し
て
も
多

く
の
消
防
行
事
が
行
わ
れ
る
こ
と

が
予
想
さ
れ
、
地
区
の
方
々
に
も

ご
協
力
い
た
だ
く
機
会
が
多
い
か

　

12
月
１
日（
金
）の
夜
に
飯
田
広

域
消
防
本
部
に
て
署
団
合
同
訓
練

を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
訓
練
は
消

防
署
か
ら
レ
ク
チ
ャ
ー
を
受
け
つ

つ
火
災
や
地
震
等
の
災
害
時
に
お

け
る
知
識
を
学
ぶ
も
の
で
、
今
回

は
災
害
図
上
訓
練（
Ｄ
Ｉ
Ｇ
）、
応

急
救
護
訓
練
、
瓦
礫
か
ら
の
救
助

訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
訓
練
内
容
は
ど
ち
ら

か
と
い
う
と
地
震
や
大
火
な
ど
の

と
思
わ
れ
ま
す
が
、
何
卒
ご
理
解

の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

　

１
月
７
日（
日
）に
大
袋
グ
ラ
ウ

ン
ド
に
て
行
わ
れ
た
切
石
地
区
の

お
ん
べ
に
て
警
護
活
動
を
行
い
ま

し
た
。

　

当
日
は
風
が
強
く
、
火
の
粉
が

次
々
と
松
川
の
方
向
へ
飛
ん
で
い

く
の
で
ヒ
ヤ
リ
と
す
る
場
面
も
あ

り
ま
し
た
が
、
火
災
の
発
生
に
つ

な
が
る
こ
と
は
な
く
無
事
終
了
し

ま
し
た
。

　

ま
だ
ま
だ
空
気
が
乾
燥
し
た
季

節
が
続
き
ま
す
。
皆
様
も
た
き
火

を
行
う
場
合
、
特
に
風
が
強
い
場

合
に
は
別
日
で
の
実
施
を
考
え
て

い
た
だ
く
な
ど
、
十
分
注
意
し
て

実
施
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い

ま
す
。

消
防
団
員
募
集

　

有
事
の
際
に
活
躍
で
き
る
団
員

を
募
集
し
て
お
り
ま
す
。
資
格
を

と
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。（
準
中
型

免
許
、小
型
車
両
系
建
設
機
械
な
ど
）

　

気
に
な
る
方
は
お
近
く
の
消
防

団
員
、
ま
た
は
お
近
く
の
消
防
詰

所
ま
で
お
気
軽
に
声
を
か
け
て
く

だ
さ
い
。

電
話
　

0
8
0
│
1
2
9
4
│
5
2
9
8

メ
ー
ル

　

rith_m
ish@

icloud.com

　

４
月
よ
り
以
下
の
新
体
制
で
ス

タ
ー
ト
し
ま
す
。
鼎
地
区
の
た
め

に
精
一
杯
努
め
て
い
く
所
存
で
す

の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　

（
出
身
班
）

【
分
団
長
】

　

小
林　

拓
磨
（
名
古
熊
班
）

【
副
分
団
長
】

　

古
瀬　

俊
明
（
自
動
車
班
）

【
庶
務
部
長
】

　

亀
山　

泰
行
（
自
動
車
班
）

【
消
防
部
長
】

　

田
澤　

智
也
（
東
鼎
班
）

【
庶
務
班
長
】

　

松
尾　

裕
太
（
切
石
上
班
）

　

令
和
５
年
度
を
振
り
返
っ
て
み

る
と
、
今
年
度
は
新
入
団
員
の
勧

誘
を
積
極
的
に
行
っ
た
年
度
か
と

思
い
ま
し
た
。

　

具
体
的
に
は
班
ご
と
に
戸
別
訪

問
を
行
っ
て
勧
誘
活
動
を
行
い
、

今
年
度
は
各
地
区
区
長
様
に
も
ご

協
力
を
い
た
だ
き
、
戸
別
訪
問
の

際
に
随
行
し
て
い
た
だ
く
な
ど
の

ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ご
協
力
い
た
だ
い
た
甲
斐
も
あ

り
、
入
団
に
好
意
的
な
方
を
少
な

か
ら
ず
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

ま
た
、
戸
別
訪
問
を
行
う
こ
と

に
よ
っ
て
地
域
の
方
々
に
鼎
の
消

防
団
の
実
情
を
ご
理
解
い
た
だ
く

機
会
が
で
き
た
か
と
思
い
ま
す
。

　

た
だ
、
そ
れ
で
も
未
だ
に
団
員

数
が
苦
し
い
状
況
が
続
い
て
お
り
、

そ
も
そ
も
火
災
現
場
は
多
く
の
マ

ン
パ
ワ
ー
が
必
要
と
さ
れ
る
現
場

で
も
あ
り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き

勧
誘
活
動
を
行
う
必
要
性
を
感
じ

て
お
り
ま
す
。

　

勧
誘
活
動
に
際
し
ご
協
力
い
た

だ
い
た
区
長
様
並
び
に
地
区
役
員

様
に
対
し
、
厚
く
御
礼
を
申
し
上

げ
ま
す
。

令
和
６
年
度　
新
幹
部
員

新
入
団
員
勧
誘
活
動

切
石
お
ん
べ
警
護

出
　
初
　
式

署
団
合
同
訓
練

団
員
募
集
の
お
知
ら
せ



令和6年3月27日 第89号　　（8）

　

今
年
度
は
小
学
校
・
中
学
校
の

入
学
式
に
初
め
て
参
列
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
が
重

く
の
し
か
か
っ
た
３
年
間
が
過
ぎ
、

可
愛
い
児
童
と
誇
ら
し
げ
な
生
徒

の
入
場
姿
を
見
て
も
、
ま
だ
ま
だ

油
断
で
き
な
い
と
気
を
引
き
締
め

ま
し
た
。

　

登
下
校
の
見
守
り
と
挨
拶
、
声

掛
け
は
通
常
ど
お
り
再
開
し
ま
し

た
が
、
鼎
小
学
校
で
４
月
に
開
催

さ
れ
た
「
子
ど
も
を
育
む
委
員
・

Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
紹
介
の
会
」
は
、
リ

モ
ー
ト
開
催
で
し
た
。

　

11
月
に
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス

ク
ー
ル
学
校
運
営
協
議
会
主
催
で
、

鼎
小
学
校
創
立
150
周
年
の
記
念
式

典
が
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

昨
年
２
月
に
お
別
れ
会
を
し
た
ポ

プ
ラ
の
木
の
新
芽
が
、
子
ど
も
達

と
共
に
成
長
し
て
い
ま
す
。

　

２
月
に
開
催
さ
れ
た
鼎
の
子
ど

も
を
語
る
会
で
は
、「
子
ど
も
の

た
め
に
地
域
で
で
き
る
こ
と
」
を

テ
ー
マ
に
、
地
域
か
ら
の
話
題
提

供
を
行
い
ま
し
た
。

　

ジ
ュ
ニ
ア
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
の
活
動
で
は
、
中
学
生

の
活
動
へ
の
意
気
込
み
が
地
域
の

方
々
に
伝
わ
り
、
地
域
が
元
気
を

も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　

地
域
に
目
を
向
け
る
と
、
６
月

に
開
催
さ
れ
た
ペ
タ
ン
ク
交
流
会

で
は
、
矢
高
グ
ラ
ウ
ン
ド
一
杯
に

集
ま
っ
た
地
区
の
方
々
の
中
で
子

ど
も
達
も
共
に
楽
し
み
ま
し
た
。

　

７
月
の
体
験
学
習
事
業
で
は
、

鼎
小
学
校
第
一
体
育
館
を
使
い
、

約
100
人
の
児
童
と
保
護
者
が
「
サ

イ
エ
ン
ス
シ
ョ
ー
」
と
「
風
船
ロ

ケ
ッ
ト
を
作
ろ
う
」
を
テ
ー
マ
に

学
び
楽
し
み
ま
し
た
。
親
子
の
触

れ
合
い
が
ほ
ほ
笑
ま
し
い
半
日
に

な
り
ま
し
た
。

　

各
支
部
で
実
施
し
て
い
る
「
子

ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
事
業
」、

「
世
代
交
流
事
業
」、「
体
験
学
習

事
業
」
で
は
、
長
年
続
い
て
い
る

事
業
に
加
え
て
、
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー

ツ
や
飯
田
市
環
境
課
、
か
ざ
こ
し

子
ど
も
の
森
公
園
、
日
赤
奉
仕
団
、

消
防
団
等
と
の
コ
ラ
ボ
事
業
を
行

い
ま
し
た
。
ま
た
、
冬
に
は
ど
ん

ど
焼
き
も
実
施
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

充
実
し
た
事
業
を
行
い
、
子
ど
も

た
ち
の
成
長
に
貢
献
し
続
け
る
こ

と
を
期
待
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
の
７
月
８
日（
土
）に
、
下

茶
屋
公
民
館
の
前
庭
で
「
親
子
で

カ
レ
ー
づ
く
り
」
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
当
日
は
カ
レ
ー
の
み
を
作
り
、

主
食
は
各
自
持
参
と
し
ま
し
た
。

野
菜
を
切
っ
た
り
、
火
を
お
こ
し

た
り
と
、
普
段
は
な
か
な
か
で
き

な
い
活
動
を
実
施
し
、
大
人
18
名
、

子
ど
も
27
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し

た
。
保
護
者
の
皆
様
が
朝
か
ら
準

備
を
し
て
い
た
だ
き
、
本
格
的
な

「
親
子
で
カ
レ
ー
づ
く
り
」
が
で

き
ま
し
た
。
子
ど
も
達
も
舌
鼓
を

打
ち
、
非
常
に
喜
ん
で
笑
顔
あ
ふ

　

安
全
に
一
年
間
を
終
え
る
こ
と

が
で
き
、
活
動
を
支
え
て
く
だ
さ

っ
た
全
て
の
皆
様
に
深
く
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
２
年
間
は
感
染
症
の
状
況

を
注
意
し
な
が
ら
支
部
事
業
を
行

い
ま
し
た
。

　

魚
の
つ
か
み
取
り
を
し
た
事
業

で
は
、
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
串

刺
し
し
た
魚
を
炭
火
で
焼
き
ま
し

た
。
子
ど
も
も
大
人
も
上
手
に
焼

こ
う
と
意
気
投
合
し
、
互
い
の
心

が
随
分
近
づ
い
た
こ
と
に
気
付
き

ま
し
た
。

　

少
子
高
齢
化
の
中
、
地
域
が
次

代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
と
関
わ
り

を
持
ち
な
が
ら
育
て
て
い
く
こ
と

は
、
大
変
意
味
が
あ
り
大
切
な
こ

と
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

　

子
ど
も
を
育
む
委
員
会
が
益
々

れ
る
親
子
活
動
で
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

が
５
類
に
移
行
さ
れ
、
規
制
が
緩

和
さ
れ
た
こ
と
で
、
通
常
ど
お
り

の
活
動
が
徐
々
に
で
き
る
よ
う
に

な
り
、
諸
行
事
も
開
催
さ
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、

鼎
小
学
校
第
一
体
育
館
で
開
催
さ

れ
た
体
験
学
習
事
業
で
は
、
親
子

が
一
緒
に
な
っ
て
風
船
ロ
ケ
ッ
ト

を
作
り
、
無
我
夢
中
で
飛
ば
し
た

り
し
て
、
お
も
し
ろ
い
内
容
を
親

子
で
楽
し
め
る
活
動
で
し
た
。

　

私
も
２
年
間
子
ど
も
を
育
む
委

員
会
に
携
わ
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
今
ま
で
子
ど
も
に
関
わ
る

こ
と
の
な
か
っ
た
自
分
が
、
貴
重

な
経
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
感

謝
し
て
お
り
ま
す
。
子
ど
も
は
地

域
の
宝
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
見
守

っ
て
い
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

委
員
長
　
小
澤
澄
子

一
年
を
振
り
返
っ
て

２
年
間
の
感
想

親
子
活
動

下　山

下茶屋


